
名 船  発  掘 〈汽船〉

(主要目)賞 害船、東海汽船所属、 1,117総トン、 430重 量 トン、
主機ディーセル 1基 、出力 1,200馬力、最高速力139ノット、旅客
定員 (臨時を含む)830名 、1948年三菱重工業横浜造船所建造、同
型船明石丸 (データは 十日本船舶明細言』による)

淡路丸

戦後の伊豆七島航路をささえ、
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日中国交回復の先導役もつとめる
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和
歌
を
主
題
に
し
た
装
飾
バ
ネ
ル

接
工
翌
年
の

「淡
路
丸
」

｛写
真
提
供
＝
滝
国
清
氏
）

「焼
け
跡
派
」
の
内
航
客
船

モ
宅
内
の
令
的
世
町
か
ら
十
年
た

っ
た
が
、

は
ま
た
怖
内
で
き
な
い
状
れ
に
あ
る
”

延
雛
先
で
不
本
意
な
生
活
を
お
く
る
住
民
の
心
サ

は
む
ろ
ん
の
こ
と
、
伊
〓
話
鳥
に
定
期
船
を
配
す
る

束
海
汽
惜
が
受
け
た
ダ
メ
ー
ブ
も
大
き
い
，
そ
こ
で

今
回
は
、
同
社
を
励
ま
す
意
味
で
、
東
海
フ
リ
ー
ト

の
な
か
か
ら
名
け
を
選
ぶ
と
し
よ
う
。

敗
戦
の
三
年
後
に
誕
ｉ
し
た

「批
け
跡
派
」
の
内

航
作
船

一法
路
九

一
で
あ
る
．

木
海
汽
船
の
い
は

「力
九

一
「桁
九
」
「
さ
る
び
あ

丸

，
と
い
っ
た
よ
う
に
、
，１１ｉ
名
に
た
の
名
を
付
け
て

き
た
　
な
の
に
な
ぜ

一淡
陥
丸
」
な
の
か
？

―ｌｉｒｉ

”
内
れ
の
恥
を
束
ル
な
い
が
買

っ
た
か
ら
だ
「

発
注
し
た
の
は
前
汗
れ
延
、
の
ち
の
水
京
い
ｍ
，
戦

前
、
日
本

ヽ
ジ
ャ
ワ
航
路
を
経
せ
し
た
こ
の
肺
会
社

の
こ
と
は
、
第
　
四
六
サ
で
相
介
し
た
，
で
は
、
な

せ
外
航
帖
会
仕
が
内
航
行
い
を
建
造
し
た
の
か
？

敗
戦
直
後
の
日
本
は
外
航
が
ご
法
度
だ

っ
た
こ
と

か
ら
、
大
手
硫
会
社
は
小
型
客
硫
を
打
辻
し
て
内
航

に
投
入
し
た
の
で
あ
る
　
逆
航
に
は
怖
ｍ
述
■
会
が

あ
た

っ
た
が
、
篠
々
に
民
■
に
移
さ
れ
た
．

】
‐――
、
鉄
道
輸
送
は
仕
人
的
な
批
乱
状
態
に
あ

っ

た
「
私
■
に
な
る
が
、
そ
の
こ
ろ
小
■
松

一
年
■
だ

っ
た
■
杵
は
、
い
門
先
の
人
分
か
ら
、
そ
れ
こ
そ
死

ぬ
思

い
で
東
京
に
怖

っ
て
き
た
記
憶
が
あ
る
，
ス
シ
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詰
め
の
鈍
行
列
車
で
二
泊
三
日
を
過
ご
し
、
小
用
は

車
窓
か
ら
ホ
ー
ム
に
下
り
て
す
ま
せ
た
。

「
白
妙

の
波
も

て
ゆ

へ
る
淡
路
島
山
」

こ
う
し
た
陸
上
交
通
の
マ
ヒ
状
態
を
緩
和
し
よ
う

と
、
戦
後
初
の
国
家
遣
船
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
が
Ｇ
Ｈ
Ｑ

の
許
可
を
得
て
具
体
化
し
た
。

沿
岸
離
島
航
路
の
小
型
貨
客
船
二
十
人
隻
、
い
わ

ゆ
る

「小
型
客
船
二
十
人
隻
組
」
の
建
造
で
あ
る
。

「淡
路
九
」
は
こ
の

「
二
十
人
隻
組
」
の
一
隻
で
、
姉

妹
船

「明
石
九
」
と
と
も
に
三
菱
横
浜
で
誕
生
、
阪

神
～
今
治
～
高
浜
航
路
に
就
航
し
た
。

翌

一
九
四
九

（昭
和
二
十
四
）
年
、
東
海
汽
船
が

こ
れ
を
買
収
し
伊
豆
大
島
航
路
に
投
入
し
た
。

頼
戸
内
海
の
期
間
は
短
か
っ
た
が
、
同
船
の
一
等

答
室

（旧
社
交
室
）
に
は
、
船
名
に
ち
な
ん
だ
美
し

い
装
飾
パ
ネ
ル
が
後
年
ま
で
残
さ
れ
て
い
た
。
冒
Ｈ今

和
歌
集
』
の
歌
を
主
題
に
し
た
も
の
だ
っ
た
。

わ
た
つ
み
の
　
か
ざ
し
に
挿
せ
る

し
ろ
た
へ
の
　
波
も
て
ゆ
へ
る
　
淡
路
島
山

よ
み
入
し
ら
ず

（海
の
神
が
、
か
ん
ざ
し
と
し
て
挿
し
て
い
る
白
い
波

の
花
を
め
ぐ
ら
し
て
い
る
淡
降
島
山
よ
）

発
注
時
の
仕
様
書
を
み
る
と
、
社
交
室
に
つ
い
て

は
、
「本
船
唯

一
ノ
装
飾
室
ト
シ
、
清
楚
旦
優
美
二
造

作
ス
ル
モ
ノ
ト
ン
、
室
内
装
飾
ハ
注
文
主
ノ
承
認
ヲ

受
ケ
タ
ル
上
施
エ
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
」
と
あ
る
。

敗
戦
直
後
の
小
型
客
船
だ
か
ら
と
い
つ
て
、
遣
船

マ
ン
た
ち
は
決
し
て
手
抜
き
は
し
な
か
っ
た
。
資
材

が
極
度
に
乏
し
い
な
か
、
か
れ
ら
は
最
善
を
尽
く
し

て
施
工
に
あ
た

っ
た
の
だ
。
こ
の

『古
今
和
歌
集
』

の
装
飾
パ
ネ
ル
に
そ
れ
が
示
さ
れ
て
い
る
。

戦
後
初

め
て
長
崎

か
ら
上
海

ヘ

瀬
戸
内
海
か
ら
伊
豆
の
海
に
移

っ
た

「淡
路
九
」

は
、
戦
前
派
の

「菊
九
」
と
と
も
に
東
京
～
大
島
～

下
田
関
を
結
ん
だ
。
翌
年
に
は
名
船

「橘
丸
」
も
復

帰
し
、
主
カ
ト
リ
オ
が
で
き
あ
が
っ
た
。

メ
イ
ン
は
伊
豆
大
島
航
路
だ
っ
た
が
、
と
き
お
り

人
丈
航
路
な
ど
に
も
就
航
、
夏
季
に
は
房
州
へ
の
デ

イ
ク
ル
ー
ズ
船
に
も
な
っ
た
。

国
内
だ
け
で
な
く
、
海
外
に
も
行

っ
て
い
る
。
朝

鮮
動
乱
が
始
ま
る
と
米
軍
に
チ
ャ
ー
タ
ー
さ
れ
、
沖

縄
～
釜
山
間
の
軍
事
輸
送
に
従
事
し
た
。

一
九
五
六

（昭
和
三
十

一
）
年
十
二
月
に
は
、
上

海
で
開
催
さ
れ
た
日
本
商
品
見
本
市
の
視
察
団
の
チ

ャ
ー
タ
ー
船
と
し
て
長
崎
～
上
海
間
を
航
海
し
た
。

長
崎
か
ら
上
海
へ
の
船
は
、
こ
れ
が
戦
後
初
め
て
だ

っ
た
。
全
国
か
ら
集
ま

っ
た
地
方
議
員
、
公
務
員
、

商
工
業
者
ら
百
六
十

一
名
が
乗
船
し
た
。

長
崎
は
か
つ
て
の
日
本
郵
船
の

「
日
華
連
絡
船
」

の
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
あ
る
。
出
島
岸
壁
は
見
送
人
で
埋

ま
り
、
五
色
の
テ
ー
プ
が
風
に
舞
っ
た
。
中
学
生
の

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
は

「蛍
の
光
」
を
漬
奏
し
た
。
華
や

か
だ
っ
た

「長
崎
丸
」
「上
海
九
」
の
時
代
を
し
の
ば

せ
る
出
航
風
景
だ
っ
た
。

日
中
国
交
正
常
化
は

一
九
七
二

（昭
和
四
十
七
）

年
。
「淡
路
丸
」
は
そ
の
十
六
年
前
、
国
交
回
復
の
先

導
役
を
つ
と
め
た
の
で
あ
る
。
こ
の
間
、　
一
九
六
六

（昭
和
四
十

一
）
年
に
は

「藤
丸
」
を
襲
名
、
東
海
フ

リ
ー
ト
ら
し
い
船
名
に
な
っ
て
い
る
。

「
Ｏ
Ｅ
２
」
を
東
京
湾
口
で
出
迎
え
る

戦
後
の
い
ち
ば
ん
吉
難
の
時
期
に
伊
豆
大
島
航
路

を
キ
ー
プ
し
た

「淡
路
丸
」。
こ
の
地
味
な
小
型
客
船

が
高
度
成
長
期
の
新
旧
交
替
プ
ラ
ン
に
よ
っ
て
引
退

し
、
後
輩
の
大
型
観
光
船
に
航
路
を
譲

っ
た
の
は

一

九
七
八

（昭
和
五
十
三
）
年
で
あ
る
。

伊
豆
の
海
に
あ
る
こ
と
実
に
三
十
年
。
コ
一十
人
隻

組
」
の
な
か
で
、
日
本
各
船
と
し
て
最
も
長
命
を
保

っ
た
の
も
こ
の
船
で
あ
る
。

引
退
し
た
年
の
春
、
船
旅
フ
ァ
ン
の
集
ま
り
で
あ

る

「海
事
懇
話
会
」
が
同
船
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
、
世

界

一
周
ク
ル
ー
ズ
で
横
浜
に
三
回
目
の
寄
港
を
し
た

「
Ｑ
Ｅ
２
」
を
東
京
湾
の
入
口
で
出
迎
え
た
。

か
た
や
世
界

一
の
大
型
客
船
、
か
た
や
千
ト
ン
そ

こ
そ
こ
の

「焼
け
跡
派
」
各
船
。
対
照
の
面
白
さ
か

ら
、
新
聞
各
紙
は
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
報
じ
た
。

こ
れ
が
引
退
の
花
道
に
な
っ
た
。
三
カ
月
後
、
解

体
地
の
赤
穂

へ
向
け
最
後
の
旅
路
に
つ
い
た
。

山
田
　
廼
生


